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１．事業期間 開始：2023年6月１日 終了：2025年3月３１日

３．今後の実用化・事業化に向けて

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官連携研究開発事業/共通課題解決型基盤技術開発
/高速連続プラズマ成膜による耐食性に優れた低コストアルミセパレータの開発

Al基板とDLC積層膜との混合層の重要性が推認されたことから、界面を密着性と耐食性の高いブロッキング層として機能させ
るため、注入イオンのエネルギー等、混合層の形成条件を本事業終了後も継続して研究開発を実施する。
また、高速成膜（１秒～0.5秒/Ａ４サイズ１枚）を実現させるべく、ＩＣＰプラズマ源を並列設置したユニットでの検証も必要
であり、国内外問わず、装置メーカーへの技術ライセンスビジネスを中心に共同研究・実証・事業化を展開する。

門型量産装置概念図

２．事業内容

長期発電試験

背景・コンセプト
・ＦＣＶ用燃料電池セパレータの低コスト化に向け、高価なチタンにかわる安価な金属材料のセパレータが求められている。
・軽量性、放熱性、加工性、低価格材料等を鑑みた場合、アルミ基材でのセパレータが実現できれば、燃料電池市場に大きな
インパクトを与え、市場活性の起爆剤となり得る。

・ドローン、ＡＩロボット、自転車、車いす等、多目的市場への展開も十分可能になる。

成果
・成膜に最適な表面粗度を見出し、 当該基材を用いて流路成形のプレス加工技術を開発。
・基本となるシミュレーションソフトを簡易アプリ化し、各事業者間でのシミュレーションの実施・活用体制を構築。
・ＤＬＣ薄膜は、セパレータのコーティング層としての有効性を確認。（ＳＵＳ316Ｌにて実証）
・純アルミでは、3000ｈの長期発電試験をクリア。
・ＤＬＣ薄膜とアルミ基材との密着力を改善する課題が判明し、改善策としてミキシング層の重要性を推認。
・高速成膜を実現（成膜速度：１５μｍ/時間を達成）する新型ＩＣＰプラズマ源を開発。

Fc-Cubicにて評価・解析

アルミセパレータ加工品

通常プレス品のAl：0.1㎜

では強度が確保できない

コイニングでの面粗度悪化はほとんどない

素材：Ra=0.2

Rz=0.4

加工後：Ra=0.2

Rz=凹0.4、凸0.4～0.5

コイニング製法0.5㎜
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